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ちょっと自己紹介

益子 貴寛（ましこ たかひろ）
株式会社サイバーガーデン 代表取締役

Webサイトのコンサルティング、
Webサービスの企画・制作、
執筆、教育活動などに従事。
スマートフォン向けWebサービス、
HTML5、CSS3、各種APIを利用した
Webサービスの開発にも積極的に関わる
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このセッションの内容

HTML5 の概要

HTML5 の新しい書式

クロスブラウザのためのライブラリ

HTML5 の新要素・新属性

アウトラインという考え方

まとめ



すでに  HTML5  を
採用している事例
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HTML5  の概要





HTML5  の仕様

W3C Working Draft
2012年3月29日版 草案が最新
http://www.w3.org/TR/html5/

WHATWG版 
ほぼ毎日更新、仕様名は「HTML」

http://www.whatwg.org/specs/web-apps/current-work/multipage/

編集者（Editor）は
Google社の Ian Hickson 氏

http://www.w3.org/TR/html5/
http://www.w3.org/TR/html5/
http://www.whatwg.org/specs/web-apps/current-work/multipage/
http://www.whatwg.org/specs/web-apps/current-work/multipage/


Working Draft（草案）

Last Call Working Draft（最終草案）

Candidate Recommendation（勧告候補）

Proposed Recommendation（勧告案）

Recommendation（勧告）



WD

LC

CR

PR

Rec.

2011年5月25日版

2012年3月29日版2011年4月5日版

えっ？



実務的には

勧告になるのを待つのではなく

現状の内容をもとに

ブラウザのサポートを拡充したり

WebサイトやWebアプリを制作している



HTML5

セマンティクス 互換性 Webアプリ

HTML5  の「三本柱」



HTML5

セマンティクス 互換性 Webアプリ
↓

文書構造

↓
マルチデバイス
クロスブラウザ
プラグイン不要

↓

APIs

HTML5  の「三本柱」



HTML5

セマンティクス 互換性 Webアプリ
↓

文書構造

↓
マルチデバイス
クロスブラウザ
プラグイン不要

↓

APIs

このセッションでは、主に



HTML5  の新しい書式



DOCTYPE、html要素、charset

<!DOCTYPE html>
<html lang="ja">
  <head>
    <meta charset="UTF-8" />
    <title>...</title>
    ...

HTML構文とXHTML構文の どちらも利用可
（たとえば <img> と <img /> のどちらでも可）



DOCTYPE、html要素、charset

<!DOCTYPE html>
<html lang="ja">
  <head>
    <meta charset="UTF-8" />
    <title>...</title>
    ...

すべてのブラウザが

きちんと 標準準拠モード でレンダリング



DOCTYPE、html要素、charset

<!DOCTYPE html>
<html lang="ja">
  <head>
    <meta charset="UTF-8" />
    <title>...</title>
    ...

新しく charset 属性 が登場



meta要素とtype属性

<meta http-equiv="Content-Type" ... />
<meta http-equiv="Content-Style-Type" ... />
<meta http-equiv="Content-Script-Type" ... />

head 要素のなかが、かなりシンプルになる

<link rel="stylesheet" type="text/css" ... />
<script type="text/javascript" ... ></script>

省略可

不要



セクション要素の利用

<div id="header">

<div id="footer">

<div id="utility-nav">

<header id="page-header">

<footer id="page-footer">

<nav id="utility-nav">

<div id="news"> <section class="news">

: :

コンテンツの区別に必要な id や class は残す

→



div

div

div

div

div

div



header

nav

section

section

footer

aside



CSS  の調整



一部の要素のブロックレベル化

section, nav, article, aside, hgroup,
header, footer, figure, figcaption, summary {
  display: block;
}

やや古めのブラウザ（Firefox 3.6など）は
新要素をインラインで生成してしまうため、

セクション要素などを

きちんと ブロックレベル化 しておく



そのうえで、
ふつうのリセットスタイルを
HTML5新要素にも適用するのが
もっともシンプル



セレクタの調整

/* ヘッダー */

#header {
  height: 80px;
}
#header h1 {
  width: 960px;
  margin: 0 auto;
  padding: 20px 0 0 20px;
}

/* ヘッダー */

#page-header {
  height: 80px;
}
#page-header h1 {
  width: 960px;
  margin: 0 auto;
  padding: 20px 0 0 20px;
}

→

新要素 の利用、id や class の変更にあわせて



ひととおりつくったら

バリデーション



DOCTYPE にもとづいて文法をチェック

W3C Markup Validation Service
http://validator.w3.org/

http://validator.w3.org/
http://validator.w3.org/


パスしても1個だけ警告が残るのは
HTML5 チェックはまだ実験的ですよ
というW3C からのお断りなので
気にしなくてよい

エラー部分はきちんと修正

W3C Markup Validation Service
http://validator.w3.org/

http://validator.w3.org/
http://validator.w3.org/


クロスブラウザのための
ライブラリ



HTML5 の
クロスブラウザ化



html5shiv
http://code.google.com/p/html5shiv/

もっともシンプルなのは
「html5shiv」
を利用すること

http://code.google.com/p/html5shiv/
http://code.google.com/p/html5shiv/


HTML5 の新要素を JavaScript で生成
IE 8 以前でも HTML5 の新要素を有効にする

<!--[if lt IE 9]>
<script src="http://html5shiv.googlecode.com/
svn/trunk/html5.js"></script>
<![endif]-->

http://html5shiv.googlecode.com/svn/trunk/html5.js
http://html5shiv.googlecode.com/svn/trunk/html5.js
http://html5shiv.googlecode.com/svn/trunk/html5.js
http://html5shiv.googlecode.com/svn/trunk/html5.js


IE 8 以前では
HTML5 の新要素が認識されない
（CSS が適用されない）

html5shiv を読み込めば
HTML5 の新要素が
きちんと認識される
（CSS が適用される）

html5shiv 適用前

html5shiv 適用後



あわせて

CSS を　　　　　　するなら地ならし



ブラウザスタイルの平準化
リセットするのではなく
その要素らしさを残しつつ

HTML5 要素にも対応

normalize.css
http://necolas.github.com/normalize.css/

http://necolas.github.com/normalize.css/
http://necolas.github.com/normalize.css/


CSS3セレクタを
IE 6～8 でも有効にする
ためのライブラリ

selectivizr
http://selectivizr.com/

http://selectivizr.com/
http://selectivizr.com/


jQuery を利用しているなら
CSS3セレクタが
かなりつかえる

jQuery
http://jquery.com/

http://jquery.com/
http://jquery.com/


総合的な
テンプレートセットを
利用するのもアリ



HTML5 Boilerplate
http://html5boilerplate.com/

テンプレートセットの代表例

ベストプラクティス

のようなしくみ
全部乗せ

http://html5boilerplate.com/
http://html5boilerplate.com/


ボイラープレート

html5shiv
IE 8 以前での HTML5 要素の生成

jQuery
JavaScript ライブラリの事実上の標準

Modernizr
HTML5 と CSS3 のブラウザ対応判別

Respond.js
IE 8 以前でのメディアクエリ対応

normalize.css
ブラウザスタイル差異の平準化

条件コメント
IE 6、7、8 へのクラス振り分けによるスタイル調整





近ごろ話題のフレームワーク

Twitter Bootstrap
http://twitter.github.com/bootstrap/

http://twitter.github.com/bootstrap/
http://twitter.github.com/bootstrap/


レスポンシブWebデザイン対応

Twitter Bootstrap
http://twitter.github.com/bootstrap/

リッチなユーザーインターフェイス

http://twitter.github.com/bootstrap/
http://twitter.github.com/bootstrap/


ブラウザの
ベースラインの変化



IE 6/7  →  IE 8（Windows XP）
IE 8      →  IE 9（Windows Vista/7）

Internet Explorer ブログ（日本語版）
http://blogs.msdn.com/b/ie_jp/archive/2012/03/27/10287454.aspx

http://blogs.msdn.com/b/ie_jp/archive/2012/03/27/10287454.aspx
http://blogs.msdn.com/b/ie_jp/archive/2012/03/27/10287454.aspx


The Internet Explorer 6 Countdown
http://necolas.github.com/normalize.css/

http://necolas.github.com/normalize.css/
http://necolas.github.com/normalize.css/


The Internet Explorer 6 Countdown
http://necolas.github.com/normalize.css/

おっ！

IE 6 が　　　  まで死ぬ

http://necolas.github.com/normalize.css/
http://necolas.github.com/normalize.css/
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これまでのベースライン
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これまでのベースライン

これからのベースライン
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これまでのベースライン

これからのベースライン



IE 8、9、10 の
差分情報まとめ

latest log「IE 6, IE 7, IE 8 が退場した未来」
http://uupaa.hatenablog.com/entry/2012/03/06/204911

http://uupaa.hatenablog.com/entry/2012/03/06/204911
http://uupaa.hatenablog.com/entry/2012/03/06/204911


HTML5 や CSS3 の
ブラウザ対応状況まとめ

When can I use... Support tables for HTML5, CSS3, etc
http://caniuse.com/

http://caniuse.com/
http://caniuse.com/


When can I use... Support tables for HTML5, CSS3, etc
http://caniuse.com/

http://caniuse.com/
http://caniuse.com/


When can I use... Support tables for HTML5, CSS3, etc
http://caniuse.com/

http://caniuse.com/
http://caniuse.com/


HTML5 や CSS3 機能それぞれが
現実的に利用できるかどうかと

代替手段のまとめ

HTML5 Please
http://html5please.com/

http://html5please.com/
http://html5please.com/


実務的な対応は？





レガシーな（IE 7 以前に最適化されている）
社内イントラシステムへのアクセスに
このしくみが利用できるのでは？



Google アナリティクスの
カスタム セグメントで

HTML5 非対応ブラウザ（IE 8 以前）を判別

「下回る」「9」とする点に注意
less than



サイト全体との
指標比較が可能に

HTML5 非対応ブラウザのカバーに
どのくらい力を入れるかの判断材料に



アドビ システムズ 太田禎一さん 2012年3月19日 スライド資料より
http://www.slideshare.net/otachan/adobehtml5

http://www.slideshare.net/otachan/adobehtml5
http://www.slideshare.net/otachan/adobehtml5


HTML5  の採用は

静的なページであればそれほどむずかしくない

すでにスマートフォンサイトでは一般的に

API を利用した Webアプリは
クロスブラウザ化がけっこうたいへん

対象ブラウザの大胆な足切り
工数や予算の入念な見積り

キャンペーンや特設ページなど限定的な利用を検討



HTML5 の新要素・新属性



新要素



HTML5  の新要素

セクション

section セクション

セクション

nav 主要なナビゲーション

セクション

article 独立した内容として成立するコンテンツ（記事など）

セクション aside 主要コンテンツと関連性の低いもの（補足、広告など）セクション
hgroup 見出しグループ（h1 + h2 など）

セクション

header ヘッダー（そのセクションのヘッダーを示す）

セクション

footer フッター（そのセクションのフッターを示す）

グループ化
figure 図画

グループ化
figcaption 図画のキャプション

テキスト

time 日時

テキスト
mark ハイライト

テキスト ruby／rt／rp ルビ／ルビテキスト／ルビのカッコテキスト
wbr 改行可能位置

テキスト

bdi 基本となる書字方向からの隔離



HTML5  の新要素

埋め込み

video ビデオ

埋め込み

audio オーディオ

埋め込み

source メディアのソース（ファイル）

埋め込み
canvas キャンバス（グラフィックス）

埋め込み embed ブラグインを利用する外部ファイル
埋め込み

track 字幕

埋め込み

math 数式（MathML）

埋め込み

svg ベクターグラフィックス（SVG）

フォーム

datalist 入力候補リスト

フォーム
keygen 秘密鍵・公開鍵（鍵ペア）の生成

フォーム output フォームの算出結果フォーム
progress タスクの進捗状況

フォーム

meter メーターやゲージ

インタラクティブ
details ディスクロージャーウィジェットの詳細

インタラクティブ summary ディスクロージャーウィジェットの要約インタラクティブ
command コマンド



HTML5  の変更要素

セクション address 連絡先

グループ化 hr 話の切れ目

テキスト

strong 重要

テキスト

small 細目（法的な文言・語句、著作権表記など）

テキスト i イタリック表記が一般的なテキストテキスト

u 正式名称など他と区別したいテキスト

テキスト

b 単に他と区別したいテキスト

インタラクティブ menu コマンドのリスト



あらためて、セクション要素は

セクション

section セクション

セクション

nav 主要なナビゲーション

セクション

article 独立した内容として成立するコンテンツ（記事など）

セクション aside 主要コンテンツと関連性の低いもの（補足、広告など）セクション
hgroup 見出しグループ（h1 + h2 など）

セクション

header ヘッダー（そのセクションのヘッダーを示す）

セクション

footer フッター（そのセクションのフッターを示す）

グループ化
figure 図画

グループ化
figcaption 図画のキャプション

テキスト

time 日時

テキスト
mark ハイライト

テキスト ruby／rt／rp ルビ／ルビテキスト／ルビのカッコテキスト
wbr 改行可能位置

テキスト

bdi 基本となる書字方向からの隔離



株式会社 知財経営総研
http://www.ip-management.co.jp/

の文書構造を
HTML5のセクション要素で考えましょう

http://www.ip-management.co.jp/
http://www.ip-management.co.jp/




といった感じで、
おおざっぱに考えれば OK

header
nav



ひととおり終わったら
近くの人同士で見せ合って

ディスカッションをしてください



益子の例



header
nav

section

コンテナの背景画像として設定
または、もう少しテキスト情報を充実させて section に

nav

section



section

section

section



section

footer



もう少しこまかく
マークアップを考えてみると



section

h1 form p

ul

h2
h3

p

h2
ul

ul

コンテナの背景画像として設定
または、もう少しテキスト情報を充実させて section に

nav
section

header
nav



section
section

section

ul

h2

dl



h2

dl

small p

footer

まあ
div あたりで
よいのでは

section



新属性



HTML5  の新属性（一部）

グローバル属性

contenteditable 編集可能・不可

グローバル属性

contextmenu コンテキストメニュー

グローバル属性

draggable ドラック可能・不可

グローバル属性

hidden 無関係・無意味の定義

グローバル属性 spellchack スペルや文法チェックの有効・無効グローバル属性
translate 機械翻訳の対象・非対象の指定

グローバル属性

data-* カスタムデータ（* は独自で指定）

グローバル属性

role 役割

グローバル属性

aria-* WAI-ARIAで定義された役割（* はWAI-ARIAが定義）

グローバル属性

itemscopeなど マイクロデータ（ただし、別仕様で定義）

フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる

autocomplete オートコンプリート機能の有効・無効
フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる

list datalist要素で定義された入力候補リストの指定フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる

required 必須項目

フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる

pattern 正規表現による指定可能な値の定義

フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる

step 値の精度

フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる

placeholder 入力ヒント

フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる autofocus ページロード後のオートフォーカス

フォーム属性

※ input、
textarea、select
要素など。指定でき
るものは要素によっ
て異なる

form form要素との結びつけ



HTML5  の新属性（一部）

input要素

type="search" 検索

input要素

type="tel" 電話番号

input要素

type="url" URL

input要素

type="email" Eメールアドレス

input要素

type="datetime" 日時（タイムゾーンがUTCの日時）

input要素

type="date" 日付（タイムゾーンなしの日付）

input要素 type="month" 月input要素

type="week" 週

input要素

type="time" 時間（タイムゾーンなしの時間）

input要素

type="datetime-local" 国・地域別のローカルの日時（タイムゾーンなしの日時）

input要素

type="number" 数値

input要素

type="range" 範囲

input要素

type="color" 色（sRGB値）

html要素 manifest アプリケーション・キャッシュ・マニフェスト



注目の新属性



<input type="..." />

特にスマートフォンサイトのフォームで
ユーザビリティが高まる



フォームの新要素・新属性の
全般的なサポート状況は
ブラウザ／バージョンごとに
かなりの違いあり

入念なチェックのうえで
利用の適否を判断すること

Safari 5.1.2 での表示結果



Google  の  autocomplete  拡張
<input ... x-autocompletetype="surname" />
<input ... x-autocompletetype="given-name" />
<input ... x-autocompletetype="email" />
 :
 :
<input ... x-autocompletetype="state" />
<input ... x-autocompletetype="city" />
<input ... x-autocompletetype="address-line1" /> 
<input ... x-autocompletetype="address-line2" />

Google が提案し、Chrome で実装
実験段階なので x-autocompletetype という属性名

Web担当者Forum の詳しい解説
http://web-tan.forum.impressrd.jp/e/2012/04/03/12488

http://web-tan.forum.impressrd.jp/e/2012/04/03/12488
http://web-tan.forum.impressrd.jp/e/2012/04/03/12488


設定
↓

個人設定
↓

自動入力設定の管理

ダブルクリックで自動入力



script  要素
async 属性と defer 属性が追加

<script async defer src="..."></script>

async 属性は「非同期でスクリプトを順次実行」
defer 属性は「パース終了後にスクリプトを実行」

一緒に指定すると、
async 属性をサポートしているブラウザはその動作を、
サポートしていないブラウザは defer 属性の動作を実行



style  要素
scoped 属性が追加

<section>
  <style scoped>
  p { color: black; }
  </style>
  <h1>大見出し</h1>
  <p>テキスト</p> <!-- 適用される -->
</section>
<p>テキスト</p> <!-- 適用されない -->

フローコンテンツのなかでのみ、適用対象を限定



style  要素
@global が（2012年3月29日版 草案で）追加

<section>
  <style scoped>
  @global p { color: black; }
  </style>
  <h1>大見出し</h1>
  <p>テキスト</p> <!-- 適用される -->
</section>
<p>テキスト</p> <!-- 適用される -->

scoped を飛び出して、通常のスタイルと同じように適用



カスタムデータ属性
data-*属性で、WebサービスAPI と連携

<a data-url="..." data-title="...">
  <img src="..." alt="◯◯ボタン" />
</a>

Twitterボタン、Facebookボタンなど
さまざまなウィジェットで

WebサービスAPI にもとづくデータの受け渡しに利用
（すでに多くのWebサービスが導入している）



アクセシビリティ属性
role／aria-*属性を利用

<section id="main" role="main">

jQuery UI や Dojo などが一部導入
スクリーンリーダーの読み上げや動作の改善のため

（ただし、普及はまだまだこれから）

<li role="treeitem" aria-expanded="true">



マイクロデータ属性

<div itemscope itemtype="http://schema.org/Movie">
  <h1 itemprop="name">アバター</h1>
  <span>監督：<span itemprop="director">
  ジェームズ・キャメロン</span>（1954年8月15日生まれ）</span>
  <span itemprop="genre">科学フィクション</span>
  <a href="../movies/avatar-theatrical-trailer.html" 
  itemprop="trailer">告知映像</a>

</div>

itemscope／itemtype／itemprop 属性など

Google リッチ スニペットや Schema.org に対応するため

http://schema.org/Movie
http://schema.org/Movie


アウトラインという考え方



オンラインサービス
HTML5 Outliner
http://gsnedders.html5.org/outliner/

http://gsnedders.html5.org/outliner/
http://gsnedders.html5.org/outliner/


アウトラインを構成する要素

ヘディング・コンテンツ

<h1> ～ <h6>、<hgroup>

セクションニング・コンテンツ

<section>、<article>、<aside>、<nav>

セクショニング・ルート

<body>、<blockquote>、<details>、
<fieldset>、 <figure>、<dt>



ヘディング・コンテンツ
<header>
  <hgroup>
    <h1>サイト名</h1>

    <h2>キャッチフレーズ</h2>

  </hgroup>
</header>
<h3>見出し</h3>

<p>テキスト</p>

...

1. サイト名（h1）
    1. キャッチフレーズ（h2）
        1. 見出し（h3）

<header>
  <h1>サイト名</h1>

  <h2>キャッチフレーズ</h2>

</header>
<h3>見出し</h3>

<p>テキスト</p>

...

1. サイト名（h1）
    1. 見出し（h3）

<h1>～<h6> をもとに
アウトラインがつくられる

<hgroup> のなかでは
もっともレベルの高い見出しだけが
アウトラインとして出現



セクショニング・コンテンツ
<h1>大見出し</h1>

<p>テキスト</p>

<h2>中見出し</h2>

<p>テキスト</p>

<h3>小見出し</h3>

<p>テキスト</p>

...

<h1>大見出し</h1>

<p>テキスト</p>

<article>
  <h1>中見出し</h1>

  <p>テキスト</p>

  <h2>小見出し</h2>

  <p>テキスト</p>

</article>
...

1. 大見出し（h1）
    1. 中見出し（h2）
        1. 小見出し（h3）

1. 大見出し（h1）
    1. 中見出し（h1）
        1. 小見出し（h2）

セクショニング・コンテンツでは
階層が自動的に1段階深くなる



セクショニング・ルート
<h1>大見出し</h1>

<p>テキスト</p>

<h2>中見出し</h2>

<p>テキスト</p>

<h3>小見出し</h3>

<p>テキスト</p>

...

<h1>大見出し</h1>

<p>テキスト</p>

<blockquote>
  <h2>引用文の見出し</h2>

  <p>テキスト</p>

</blockquote>
<h3>小見出し</h3>

<p>テキスト</p>

...

1. 大見出し（h1）
    1. 中見出し（h2）
        1. 小見出し（h3）

1. 大見出し（h1）
    1. 小見出し（h3）

セクショニング・ルートは
先祖要素のアウトラインから除外



見出しとセクションの関係
<section>
  <h1>大見出し</h1>

  <section>
    <h2>中見出し</h2>

    <section>
      <h3>小見出し</h3>

    </section>
  </section>
</section>

<section>
  <h1>大見出し</h1>

  <section>
    <h1>中見出し</h1>

    <section>
      <h1>小見出し</h1>

    </section>
  </section>
</section>

<h1>大見出し</h1>

<h2>中見出し</h2>

<h3>小見出し</h3>

1. 大見出し（h1）
    1. 中見出し（h2）
        1. 小見出し（h3）

1. 大見出し（h1）
    1. 中見出し（h1）
        1. 小見出し（h1）

1. 大見出し（h1）
    1. 中見出し（h2）
        1. 小見出し（h3）

アウトラインはまったく同じ！



アウトラインによって

コンテンツ構造の

より適切な
把握が可能

従来の HTML や XHTML では
見出しレベルでしか把握できなかった



アウトラインのメリット

将来的な利便性をイメージするのが大切

• 音声読み上げソフトが対応するかも
• 検索サービスが利用するかも
• ブラウザがサイドバーとして表示するかも



まとめ



HTML5  との向き合い方

ノウハウはすぐには貯まらない

自社サイト
キャンペーン／特設ページ
スマートフォンサイト

などで、まずはチャレンジするのがよい



Webサイトの「可能性の広がり」を意識

Webアプリ的なコンテンツの追加

スマートフォンサイトの利便性向上

アウトラインを意識した構造化

マイクロデータ対応

アクセシビリティ対応

データの再利用性（電子書籍など）



ありがとうございました
mashiko@cybergarden.net
Twitter: @takahiromashiko
Facebook: 815549671 

mailto:mashiko@cybergarden.net
mailto:mashiko@cybergarden.net
http://twitter.com/takahiromashiko
http://twitter.com/takahiromashiko
http://www.facebook.com/profile.php?id=815549671
http://www.facebook.com/profile.php?id=815549671

